































（１） マネジメントの領域における解決志向に関する文献として，Lueger and Korn





































ける必要があるという点である（De Jong and Berg 2013）。彼らの問題に焦
点を明らかにしようとする努力は，彼らを問題ある人々や問題の犠牲者と見
なす見方をもたらす。このような見方は，彼らの効力感を低下させ，さらな











ある（ Jackson and McKergow 2007 ; McKergow and Clarke 2007 ; McKergow
















ングである OSKARを提案している。他にも，業績評価（Lueger 2005 ; Fink










































れている（Grant 2012 ; Grant and O’Connor 2010 ; 2018 ; Grant and Gerrard
















































介入前 介入後 変化の大きさ t値
目標達成
解決志向 49.14 66.79 17.61 6.73***
問題志向 52.89 60.48 7.85 4.04***
問題志向＋解決志向 49.40 61.59 12.18 4.35***
自己効力感
解決志向 1.10 4.13 5.23 9.06***
問題志向 0.48 1.89 1.41 2.48**
問題志向＋解決志向 0.13 4.77 2.40 4.99***
ポジティブ感情
解決志向 9.68 13.37 3.69 4.84***
問題志向 9.72 10.44 0.72 1.26
問題志向＋解決志向 9.40 11.95 2.54 3.15**
ネガティブ感情
解決志向 7.62 3.86 3.75 7.99***
問題志向 7.51 6.58 0.93 1.38
問題志向＋解決志向 7.90 5.63 2.72 2.98**
星印は有意水準。 * p＜0.05，** p＜0.01，*** p＜0.001。以下，すべての票に共通。






























究がなされている。Smock, McCollum and Stevenson（2010）は，明確な解
決の特定，問題の例外への意識，未来への希望の形成の３次元からなる解決
































































































































ションのあり方である。De Jong and Berg（2013）は，解決志向の理論的基
盤を社会構築主義に求めている。この考え方では，「何を現実とするか」は









の質問方法にあると言えるだろう（de Shazer 1994 ; Jackson and McKergow






















状況に焦点が当てられる（De Jong and Berg 2013 ; Jackson and McKergow










































































































度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
問１_sol メンバーの「成功」や「成長」に
関する話題がよく交わされている
183 1.0 5.0 3.290 1.021
問２_sol 組織の「強み」や「可能性」に関
する会話が多い
183 1.0 5.0 3.055 1.026
問３_pro 問題が起こったとき，その原因や
「犯人探し」の会話が多い
183 1.0 5.0 3.120 1.103
問４_sol 互いに賞賛や感謝の言葉を交わす
ことが多い
183 1.0 5.0 3.377 0.958
問５_pro すでにある「強み」よりも「何が
足りないか」に関する会話が多い
183 1.0 5.0 3.284 0.868
問６_pro お互いの「欠点」や「短所」に関
する話題が多い




183 1.0 5.0 3.333 0.974
問８_pro 理想の未来よりも現実に関する話
題が多い
183 1.0 5.0 3.536 0.850
問９_sol 仕事や組織の「理想」や「夢」に
ついて互いに語り合うことが多い
183 1.0 5.0 2.639 0.989
問 10_pro 何か障害にぶつかったとき，「で
きない理由」について語られる
183 1.0 5.0 3.109 0.949
問11_sol 何か障害にぶつかったとき，「ど
うすればできるのか」について語られる
183 1.0 5.0 3.262 0.906
問12_sol よいことであればどんな小さなこ
とでも話題になる
183 1.0 5.0 3.148 0.986
問13_sol 「これからどうなりたいのか」に
関する会話がたがいに交わされる
183 1.0 5.0 2.842 0.973
問14_pro 小さな改善ぐらいでは話題に上ら
ない
183 1.0 5.0 2.973 0.904
問15_sol 「うまくいけばどうなるのか」に
関する話題が多い
183 1.0 5.0 3.115 0.891
問16_pro 「失敗すればどうなるのか」に関
する話題が多い










因子 固有値 寄与率 累積寄与率
1 4.606 28.788 28.788
2 3.276 20.473 49.261
3 1.266 7.913 57.174
表６ 因子負荷量（２因子解）
1 2
問13_sol 「これからどうなりたいのか」に関する会話がたがいに交わされる .842 .047
問９_sol 仕事や組織の「理想」や「夢」について互いに語り合うことが多い .760 .075
問２_sol 組織の「強み」や「可能性」に関する会話が多い .709 .011
問12_sol よいことであればどんな小さなことでも話題になる .703 .017
問４_sol 互いに賞賛や感謝の言葉を交わすことが多い .687 .213
問１_sol メンバーの「成功」や「成長」に関する話題がよく交わされている .666 .053




問６_pro お互いの「欠点」や「短所」に関する話題が多い .038 .753
問16_pro 「失敗すればどうなるのか」に関する話題が多い .027 .634




問３_pro 問題が起こったとき，その原因や「犯人探し」の会話が多い .074 .535
問５_pro すでにある「強み」よりも「何が足りないか」に関する会話が多い .181 .498
問８_pro 理想の未来よりも現実に関する話題が多い .052 .492














モデル GFI AGFI RMSEA
１因子 全項目 .654 .547 .150
問14を除去 .673 .564 .150
問12を除去 .658 .543 .153
問12・問14を除去 .676 .558 .157
２因子 全項目 .854 .807 .087
問14を除去 .874 .830 .080
問12を除去 .881 .840 .080
問12・問14を除去 .901 .864 .070



























.80 .59 問７_pro e11




































































































































































直接効果 間接効果 総合効果 直接効果 間接効果 総合効果
解決志向 .778 .778 .422 .252 .674
































































り，その逆もまたしかりである（Robinson 1950 ; Kozlowski and Klein 2000）。
先行研究では，グループにおける解決志向のコミュニケーションが集団浅慮
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